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CSR活動を通じて、従業員個々が活き活きと活躍できる会社づくりを目指します。

CSR活動の全体を総括するCSR本部を設立したことにより、経営層と現場へのタイムリーな情報共有が可能となり、それにより
PDCAサイクルが効率的かつスピーディに働きます。

 CSR本部での活動の統括管理により、社会的責任を強く意識した実行、ならびに持続可能性の高い企業への成長を
促進します。

あらたのCSR活動

CSR活動推進体制

CSR分科会の活動事例

　私たちは「企業としての社会的責任の実行」を自主的に考え、4大テーマ・21項目の
「あるべき姿」の実現に向け計画的にCSR活動を推進することとしています。みなさ
まから寄せられる期待に沿うことが出来る企業として成長して行くことを目指します。
CSR活動の実行が、個人・組織の成長を促し、持続可能性の高い社会の実現、あわせて
企業価値の向上に貢献すると確信しております。
　2018年4月にCSR本部を組織化し、半年が経過いたしました。「あるべき姿」実現に
向けた32項目の活動計画を立案し、その実行に必要な推進体制を社内整備し、定期的
な委員会活動、それを支えて重点取組を実行する分科会を設け活動しております。活動
状況や結果を今まで以上に適時情報発信するように心がけてまいります。あらたの
進化・成長にご期待ください。

あらたとしての社会的責任の発揮

執行役員CSR本部長　相原　成男 

特　集

 ガバナンス強化分科会
リスク管理強化（ERM強化）・教育研修の強化、情報セキュリティ対
策強化、BCP（事業継続計画）の強化を17期重要テーマとして社外
取締役･監査役の参加のもと、4つの補足会議体を設け、延べ50名の
メンバーで活動中。

 返品削減分科会
得意先様からの季節品等の返品を削減する取り組みを更に計画的に
推進。2023年までに現状から「半減」させることを目標に活動。その実現
により返品を起因とする廃棄物は5年間で2,000トン削減となり、返品
輸送に関わるCO2排出量も100トン低減となる見込み。

 省エネ･省資源分科会
CSR委員会･取締役会の決定により2021年9月までに全国750台
ある社用営業車をHVや環境配慮車（EV含む）に切替え。2021年9月時
点ではガソリンの使用量が現在より約45%（46万ℓ）削減する見込み。

あらたグループ全体として森林保全配慮型品質のコピー用紙（FSC認
証紙・リサイクル100用紙）に全面切替が完了。今後は消費量の圧縮と
排出ゴミのリサイクル循環の確立へ向け活動。
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21期における廃棄物量を
16期対比で

2,000トン削減
を目指します！
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第17期に優先するCSR活動項目

あらたのCSR活動の基礎・基盤を構築する

　社会と向き合う
健康増進取組／BCP対策強化

ステークホルダーと向き合う
安全な職場づくり／ESG基本KPI開示

企業姿勢と向き合う
情報漏えい対策／予防・発見統制／

コンプライアンス遵守

地球環境と向き合う
返品削減／省資源・リサイクル／

省エネルギー

1 2 3
中長期活動計画（目標）と
単年度実行内容の決定

現状把握
（社会的責任の発揮度を定量的に計測する）

推進体制を確立する

約2,000万個
約1,000万個
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